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マグネシア（％） 5・・以下「 5・・以下1 4．0以下
無 水 硫 酸　　（％） 2・5以下1 2・8以下1 2．5以下
強 熱 減 量　　（％） 4・・以下1 4・・以下1 4．0以下
珪酸三石灰（％） 一 護 50以下
アルミン酸三石灰　（％） 一 8以下
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　っぎにセメントの特質を記してみると
A　風化の程度は，セメントを放置すると，空気中の湿気を吸収して・だんだんと風化作用をす
　る。（早ければ数日から）当然，風化されたものは，弱くなってくる。造型物の場合，それぞ
れの環境によってちがうが，数年から長くて数十年くらい，保っことができる。しかし，気を
　ゆるすと数ケ月で風化作用をうけることも十分あるので，注意が必要である。　、
B緬量は，セメソトに対して多曜，あるいはセメン糊の薄いほど弱v・．それは水が多い
　と，硬化した際，余分の水が蒸発し，その中に空隙が多くなるからである。
C　養生は十分水気を与え，温度があまり高くない所で，日光や風などの当りがなく・硬化増進
　の初期に，振動，衝撃，変形などを与えることなく，5日から数十日の養生が必要になってく
　る。その間は，できるだけ静かに取扱い，注意しなければならない。
D水和発熱は，水和の灘熱するが，器糧や速さは，化合齢とその量，糠度などにょっ
　てちがうが，造型物のうすい場合には，すぐに冷却するから，別に問題ないが，塊的な造型物
　の場合には発熱量は長い間潜在して，セメントが硬化した後，冷却するとセメントが収縮して
　ひびわれを生ずることがあるから，注意しなければならない。
E　水は清浄で，酸や，アルカリ分，有機成分，塩類油分などを含まないものでなければならな
　い。
5
構成のあるハーモニー
　　（セメント）
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6
空間に位置する物体
　　　　（セメント）
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　以上のことからも色々考えられることは，セメントは一般的に身近かな実材であるとともに，
その取り扱いには，細心の注意をはらわなければならないことがわかる。一見堅いように見える
表面も，実は内部的に大変もろい物質でもある。そのために補強させることも考えなければなら
ないのである。一般に補強用としては，鉄線16番線，18番線，あるいは造型物が，大きな場合に
は，鉄芯棒を用いることも考えなければならない。そのためにも，造型物の大きさや，適当な厚
み，構造体を考えたり，あるいは，重量を軽くするために内部を空洞にすることも大切である。
この時に，外型の内部に中型を入れて，その間に流し込むζとが考えられる。あるいは，中型の
かわりに砂をビニールの袋に入れて，中間にセメントを流し込むことができるくらいの空間をっ
くって，適当に砂を入れながら，調整をとっていく。数日後，セメントが固まってから，ビニー
ルの袋を破って，砂を全部出してしまうと，ほどよい空洞ができる。この時，注意しなければな
らないことは，セメントが固まらないうちに砂袋が破れたり，動いたりしないよう十分注意する
ことが大切である。又，セメントの中に，有害なゴミ，土，不純物などが混入しないこと竜大切
であり，海砂を用いる時などは，塩分のため鉄芯棒がさびたりするので，できるだけ用いないよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）うにする。日本建築学会の標準仕様書では，海砂の塩分量は0．01（重量比）以下でなければなら
ないことを明示してある。鉄芯棒は，いかなる場合もさびが生じやすいことを考えると，エナメ
ルとか，ペンキ類などの塗料を塗って，さびどめをすることも造型物を効果的にする方法でもあ
ろう。っぎに養生期間中の季節も大切なことであり，特に，冬は冷えこみのためセメントが凍っ
たりすることもあり，できることなら，室内に入れておくとか，布地をまいたりして保温に注意
する。セメントを早く固まらせようとして，日の当るところに出したり，温度の高いところに置
いたりすることは，かえって，セメントを弱くさせる源因になるので，絶対さけなければならな
い。
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　っぎに，骨材にっいて少し述べてみようと思うが，その種類には，砂，砂利，砕石などがあり，
翻に用いるものは搬に砕石，砂力・多いと思う。粒の大きさは，蕪材と輪材に分けられ，
川砂，海砂，川砂利のように一般に用いられる普通骨材以外に，岩石または鉱さいを，人工的に
砕いて作った砕石などがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
A
砂
B
D
ジャ紋石　　1分
ジャ紋石　　2分
C
E
ジャ紋石　1分5厘
ジャ紋石　　3分
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　性質は堅硬耐久的で，強さはセメント糊の硬化したものよりは，強いものであり，偏平または
細長形のものは分離を起しやすいから，なるべく塊状，または，球状であることが望ましい。砕
石はとがった角が多いが，なるべくそれが少ないことがよい。粒度において，骨材は大小粒が適
度に混合していないと粘性が乏しかったり，分離が生じやすく，混入した後「す」が生じやす
い。それをできるだけふせぐためにも，混入後，ゴム手袋か適当な棒で数回っっいて，よくセメ
ント糊が細かな部分にも入っていくようにしてやらなければならない。この時に，外型（凹型）
に十分の水気があることも忘れてはならない。そうしないと，せっかくのセメントの水分が外型
の方にほとんど吸収されて，セメントの表面がざらざらした凹凸の厳しい面になったりして，美
観をそこねたり，面のタッチが失しなったりもする。
7 8
空間にのびるモニュメント　幸田　顕
　　　　　（石膏）
会話のある物体　　幸田　顕
　　（木）
　今までセメントの扱い，特質について述べて来たが，セメントは，他の実材が持っていない独
特なものがあるわけですから，その地膚の中から出てくる塊としての，力強さを失しなわない程
度に色々と試みて，経験を加えていくことが望ましい。セメソトは，形体の変化にも大きく左右
される。例えば，物量が大きな場合と，いくつもの線的な細かな量の構成のものとでは，強度が
違ってくるものであるから，できるだけ単純なフォルムと，物量の大きな方が強度を増す。同時
に，フォルムからもセメント材の調合が考えられなければならないし，面の粗密が骨材の材質の
強弱，大小，色合いなどによっても異なってくる。あるいは，流し込みの場合と，じか付けの時
も考えなければならないことである。一般にじか付けは，密度が粗であって流し込みは密になる。
66 幸　　田 顕
それだけにフォルムが，流し込みに適したものであれば，風化作用，強度などにおいても，大変
耐久力が増してくるということになるのである。
5　セメント，砂，砕石の調合と割合
　セメントと砕石，水を調合することは，第一歩の仕事であるが，セメントは，普通セメントの
　　　　　　　　　　　　　　　11）ボルトランドセメント，砕石は，ジャ紋石を用いる。セメントの色とジャ紋石の色が，ちょうど
適合するために，私はこれをよく使用するのであるが，色をもっと強く出したい時などは，松煙
とか，セメント着色剤なども混入することがある。ジャ紋石は，仕上げの時などみがきますと，
大変美しい色面になることも考えると，大きさは4・mmか，5mm〈らいの方がよいと思う。その時
使用目的，物の形によって骨材の分量と種類が，違ってくることは当然考えに入れなければなら
ないことはいうまでもありません。
　セメソトは凝結する時に，多少収縮するために型などにも十分注意が必要で，その収縮をでき
るだけなくするためにも，調合には研究が必要になってくる。セメソトの量を多くすれば，密に
なって表面も美しく見えるが，収縮率が大きくなったり，材質的にも弱くなったりする。又，ジ
ャ紋石を多くすれば，ジャ紋石の美しさ，強度もある程度増すが仕事がやりにくかったり粗密さ
も違ってくる。要するに，そのフォルムによって割合などが，大きく変ってくるのである。
セメントとジャ紋石を混合した例
　　　　　　　　　　ア
ウ
1．1
（砂）
1：1　　　　　1：2
（ジヤ紋石　1分5厘）
1　2
工
イ
1：1　　　　　1：2
　（ジヤ紋石　2分）
1：1　　　　　　　1：2
　　（ジヤ紋石　1分）
オ
1：1　　　　　　1：2
　（ジャ紋石　3分）
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6　原型から実材まで
（調合，流し込み，型わく取りはずし）
1 粘土原型一→石膏凹型取り一→モルタル鋳込み一→セメント彫刻
2
3
構り一モルタルじか付け一セ川彫刻1
型わく造り一モルタル流し込み一ｧメント彫刻1
1～3の方法がありますが，ここでは，1を中心に話を進めていくことにしたい。
　①　粘土原型から，石膏原型（凹）を造り，いくつかの型に分ける。
原型は，大きさにより石膏を厚めにとらなければならない。いくっかの型は，最小限の大きさ
にとどめ，最大のぬり込みができるようにとることが大切である。
（2）分離剤をぬる。
　石膏原型（凹型）の内部に分離剤として，石けん水，あるいは，カリ石けんを塗って，原型が
離れやすいようにしなければならない。
（3）　ぬりこみ，割り出しまで。
　まず，容器の中にセメント，ジャ紋石を混ぜて，空練りをしなければならない。適当なシャベ
ルでもって十分混ぜ合わせをし，着色をする場合は，空練りの時にすでに混ぜておく。　（普通ボ
ルトランドセメント……1，ジャ紋石……2の割合），それから水を少量づっ入れよくかき練り
合わす。水の量は余り多くしないように注意する。練りが不十分だと，むらができたり，長すぎ
たりすると，再び分離することになり，よい効果が出なかったりするので，ある程度の経験をす
ることが望ましい。また，モルタルは必要量だけ造るようにして，それもつぎっぎと仕事を順序
よく進めていくことが望ましい。原型が，小さい時には逆にして，モルタルを流し込んでいけば
よいが，いくつかの型でできている時は，型によくモルタルが密着するようにつけていく。その
時，ゴム手袋でつつくようにしていくと（あるいは棒などで）細部までいきわたる。そして，必
　　　　　12）要ならば，鉄筋を入れたりして，十分なる補強をする。合わせは3～12時間後にし，合わせ目に
セメントをぬりこんで，しっかり外側からしばる。常に水気を与えながら，ビニールでおおって
1週間くらい放置して，80％くらい硬化してから（修正する時は，50～60％くらい硬化）割り出
しを行なうようにする。
（4）修 正
　原型をはずした後，セメントの表面が白ぼくよごれて見えのは，アクなどによるものであるか
ら，水で洗いおとしたり，稀硫酸水でおとしたりする。又，ジャ紋石の美しさを出す時は，表面
のセメントを全部削りとるか，とぎ出しを行なう。
　とぎ出しのために，セメントに混合する骨材は次のようなものがある。
　　ヘニロ石・赤聞石・青竜石・桃花石・黒大理石・石版石・寒水石・白ロウ石
　　紫黄石・カナリヤ石・トラバチンetc．
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又，場合によっては着色することもあろうかと思うが，着色剤をセメント紛末の中に混合して用
いるものとして，いくつか示すと
　　べニガラ（赤），王金（紫），石灰（白），松煙（岩石），オーカー（淡黄），緑青群青（縁），
　　掃墨（灰），マンガン（黒），酸化鉄（鳶），群青（青）
　これらを，混ぜた時の色の効果濃淡などは，原型にっめこむ前に，いくっか造って試みること
が大切である。
　洗い出し用としての砕石をあげると
　　錆花こう，大黄石，五色うずら，花王，日高石，紅カスミ，万成花こう，紅葉石，花こう岩，
　　黒ダイヤ，那知石，黄竜石，黄葉石，オニックス，白竜，五色石　etc．
　モルタルの硬化後に，塗布する着色剤として
　　硝酸銅，塩化コバルト，塩化鉄，マンガン，硫酸銅，重クロム酸加里，ログード，硫酸鉄，
　　硫化カリウム，酢酸鉛，硝酸鉄，塩化マンガン，タンニン酸，硫酸クローム，過マンガン，
　　酸加里　etc．
そ　　の　　他
結結水凍急緩防防 剤…………洗たくソーダ，塩化カルシゥム
剤・………・・適量の砂糖，・タンニン，塩化鉛
剤・…・……・セッケン，ミヨウノミこ／
剤…………食塩，塩化カルシュゥム
①粘　土　原　型
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②　凹 型
③　セメントとジャ紋石の混合（1．5分　1　2）
④セメントとジャ紋石の混合に水を加える
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⑤凹型ヘセメントを流し込んで，よく棒でっっく
顕
⑥　凹型をこわす
⑦　完成作品
　コこ／ストラクショソ
　　　　幸　田　　顕
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7　今後の課題
　以上述べてきたことは，セメント実材に対する特質が，比較的効果的に生かされてきた場合だ
と思う。セメソトと骨材に対する割合なども，できるだけ強度を失しなわないようにしなければ
ならないし，そのためにも，少しでも合理的なセメントの扱かいを知っておくことが，大切であ
る。
　例えば，セメントをモルタルにした時の吸水性が，15～20％を必要とするにもかかわらず，そ
れを与えなかったため，型割り出しの段階で，くずれてしまうということになりかねない。結局
実材という価値を十分に生かしきるということが，大切になるのである。今日，っぎっぎと新し
いものが出てくる中で，セメントでなければ，表現できないものを見つけ出された時，本当の美
が存在するのではなかろうか。ただ，セメントは石と同様重いということを考える時，造型物と
しての大きさ，量などに，ある程度の制約ができてくるのはさけられない。そして，材質の点で
は，かなり堅いのであるがその反面，もろさがあるから，それをどのようにカバーするかも考え
なければならない。要するにセメント彫刻という造型物の特質を，どのように十分生かしきるか
ということが最も大きな問題であるから，できるだけ科学的研究法で，合理的な実材感を最大限
に生かせるよう常日頃の研究が大切であろう。
建築的スクリーンによる投影（ステンレス） 幸　田　　顕
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注
1）現代イギリスの詩人，交学および美術批評家，アメリカのハーヴァード大学詩学教授（1953－54），
　ワシントン大学講師（1954）を歴任，工芸美術の権威であり，熱心な平和主義者である。
2）メソポタミアの彫刻やプレ・インカの彫刻
3）　バロック彫刻から，近代につづくその系統の彫刻
4）仏語でObjet，英語でObiect，本来は事物，客体，物体などの語意だが，ダダやシュールリアリズム
　などの前衛芸術運動によって特殊な意味を与えられた。心理的な組合せによって，連想作用，潜在意識が
　はたらき，夢幻的な，又は奇怪な効果が得られる。心理的効果，象徴的価値をもつことがねらいである。
5）ボルトランドセメント，ベロセメント，マスコンセメント，高炉セメント
6）　　10～20％
7）ボルトランドセメソト……40～50°C，早強ボルトランドセメント……60°C内外
8）海砂については，日本建築学会の論文報告集54号（昭31．9）に狩野春一工学博士の詳しい研究報告がある。
9）学会ふるい規格に規定する骨材標準，ふるいを用いて，その5・mm，ふるいを重量で90％以上通過する
　骨材
10）　5鋸πふるいの上に90％以上残る骨材
11）　1　mm～　5　mmの間
12）形によって細いものから太いもの18番16番etcを選ぶ。
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